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STEP１︓第４回オンライン講座 プログラミングで音楽・機構学を学ぶ

桐原先生から「プログラミングで音楽」の講座がありま
した。プログラミングで音楽をつくるために、基本の音
符・拍子・和音などピアノの演奏を交えながら聞きまし
た。調をかえれば明るい曲、暗い曲が作れる。世界には
様々な音階があることを学び、最後はスクラッチで音楽
を作ってみました。

川久保先生から「機構学」の講座がありました。
リンク機構・カム機構・⻭⾞の仕組みについて学びまし
た。事前に送られた材料アイスの棒を使い、リンクを組
み⽴ててみたり、⾝の回りにどんなリンクがあるか探し
てみました。

育成塾とは、国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構による「科学技術イノベーションを牽引する傑出した
⼈材の育成に向けて、理数・情報分野の学習等を通じて、⾼い意欲や突出した能⼒を有する⼩中学生を
発掘し、さらに能⼒を伸⻑する体系的育成プランの開発・実施を⾏うことを⽀援」するジュニアドク
ター育成塾事業として、2019年から信州⼤学が採択されたものです。

STEP１︓第５回オンライン講座 科学実験・液体窒素実験
伊藤冬樹先生から｢色と光の化学｣の講座がありました。
化学反応と色の仕組みや光の三原色を学んだ後、実際に
実験キットでヒカリ⽔を作る実験を⾏いました。
緑、⾚、⻘の蛍光液に酸化液を混ぜ、その液体が光る様
子とともに、子どもたちが真剣に実験に取り組む様子や
わくわくした笑顔も伝わってきました。また、実験後に
は紫外線を当てると光るものやディスプレイへの応用の
話もあり、興味が広がっていたようです。

神原浩先生から｢超低温の世界｣の講座がありました。⼤
学の実験室から、液体窒素を使った実験をリアルタイム
で⾒てもらいました。途中で先生から出される｢空気を
冷やすとどうなるのか｣｢電磁⽯を冷やすと電磁⽯の強さ
はどうなる︖｣といったクイズを考えながら、実験が進
められました。今話題のリニアにも応用されている超伝
導のお話や実験もありました。画面上であってもダイナ
ミックな実験に子どもたちは釘付けになっていました。

超伝導体で強い電磁⽯を作ると、リニア
モーターカーを走らせることができる。
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編集後記

第2段階の受講生による中間発表がありました。半年の成果をプレゼンテーションにまとめ、発表・質疑応答をしまし
た。他の受講生や先生⽅から質問や意⾒をもらって、内容面・形式面のどちらでも気づきを得られていったように思
えます。どの受講生も研究が深まる中で、今まさにプロの⼈たちも解決しようと取り組んでいる問題に直面していま
す。中間発表会を経て、成果発表会に向けて、子どもの視点から最新技術の課題に取り組んでいく⾒通しが⽴ったよ
うに感じられました。

STEP２︓第2段階受講生による「第１回研究中間報告会」

今回紹介させていただいたように，オンラインによる講座も順調に進んでいます。また，第
２段階の受講生各⾃の研究の進⾏状況も中間報告会で報告されました。かなり形が⾒えてき
た⼈，これからの⼈様々ですが，まとめに向けて一緒に取り組んでいこうと思います。

AIを⽤いた画像認識でサルの個体識別をする 画像認識を使った⼈の⼼に寄りそう
プログラムの開発

折り紙の完成形を読み取り、折り紙や展開図
を予測するソフトの開発

⾃転⾞のスピード出しすぎと、前⽅注意を
音で教えてくれるスマホアプリの開発

作品を公開できるプラットフォームを
作りたい

空飛ぶ乗り物で移動を楽にしよう

めくるを科学する~⾃動楽譜めくり機〜 「みんなで分別ゴミ箱」の制作

ドアを非接触にするためドアを手
を使わずに操作できるようにする

⾃動白線引き機の制作

ドローンの⾃作と
飛⾏システムの構築

掃除機ロボの改良
ニャンコロローラを小さくしたい


